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高強度プレキャストコンクリート版工法の有効性評価について

河川の水による洗堀やパイピング（頭首工下の水みちや空洞による基
礎の崩壊）を防ぐため、頭首工にはエプロン（水たたき）を設置します。
しかし、河川の水に含まれる土砂により、エプロンの表面は摩耗します。

２．高強度プレキャストコンクリート版工法の評価

１．頭首工エプロンの補修工法

１）工法概要
高強度コンクリートを使用して工場で製作した

プレキャストコンクリート版（パネル）を、摩耗
したエプロン上に据付けてアンカーボルトで固定
し、パネルの裏側にグラウトを充填します。

エプロンの摩耗に対する補修工法は各種開発されており、当所では、
４工法のエプロン補修工を犬山頭首工の６号制水門エプロンに施工して
10年間供用し、各工法の有効性を評価しました。

今回は、４工法のエプロン補修工のうち「高強度プレキャストコンク
リート版工法」の評価についてご紹介します。

エプロン

６号制水門
写真1．犬山頭首工 全景

図1．６号制水門 エプロン部

写真２．高強度プレキャストコンク
リート版工法 供用10年目の状況
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図２．高強度プレキャストコンクリート版工法 断面図

２）供用10年目時点での評価
10年間の供用では、直ちに構造上の問題とな

る劣化は発生しませんでした。ただし、パネル間
の目地材の剥がれや、一部パネルの端部に0.2㎜
以下のひび割れなどの劣化を確認しました。

目地の剥がれ

ひび割れ

ひび割れ部拡大

施工範囲の年当りの平均摩耗量は-0.34㎜と、
既設エプロンの12倍程度の耐久性を確認し、10
年間の供用では耐摩耗性があると確認できました。

なお、今回は、パネルを固定しているアンカー
ボルトの状況を把握できませんでした。埋め込ま
れているアンカーボルトの劣化をどのように確認
するのかが、今後の課題です。

犬山頭首工
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直轄管理事業「濃尾用水地区（犬山頭首工）」の取水管理について

１．頭首工とは
ご存じの方も多いと思われますが、頭首工とは、河川から農業用水等を取水することを目的

とした施設のことです。通常、河川の全部または一部を締め切り河川の水位を堰上げる水位調
節機能がありますが、取水量調整等のための貯水機能はありません。
多くの頭首工では堰の直上流に取水門を設置し取水していますが、犬山頭首工では長い導水

路を流下させたのち取水しており、今回は、その取水管理方法について紹介します。

２．取水管理の概要

右図のとおり、犬山頭首工に
は右岸取水施設と左岸取水施設
があります。

右岸取水施設は、堰直上流の
河床が浅く必要な水量が取水で
きないため、上流約900ｍに
取水口を設けるとともに川底の
砂や流木等の流入を防ぐため取
水施設内に沈砂池及び除塵機を
設けています。また、上流水位
の水位変動による取水量への影
響が最小限となるよう沈砂池内
に余水吐を設けており、余水が
余水吐から本川に戻るようにな
っています。

3．まとめ
今回紹介したように右岸取水は沈砂池水深、左岸取水は左岸幹線水路水深を一定に保つ

ことで安定した取水を行っており、犬山頭首工での取水管理の基本は水位管理となります。
今後も安定的な取水に努め、超過取水とならないよう取水管理を厳正に行っていきます。

具体的な取水管理としては、モニターの沈砂池水深の表示を確認しながら、沈砂池の水位
が余水吐をやや越流する状態としたうえで、期別取水量毎に右岸制水門と取入門（3門）の
開度の設定を行い、上流水位の変動に対して余水量の増減で調整することで、安定した取水
量を確保しています。

左岸取水施設は、頭首工建造以前の取水口まで、堰の下流約1,200ｍが左岸導水路となっ
ており河川水が流下しています。導水路は下流部で取水側と余水側に分岐し、取水側は、流
下した河川水を取入樋門で取水し、左岸分水工において宮田用水・木津用水に配水します。
余水側では分岐直下流に余水吐水門が設置されており、取水しない河川水を本川に戻します。
なお、取水側と余水側に分岐する導水路底は、取水側が80cm程高くなっており、取入樋

門の前に設置された除塵機とともに下層を流下する砂や流木等のゴミの流入を防止していま
す。
取水管理については、余水吐水門、取水樋門（3門）、分水門（2門）の６つの水門を調整

しながら行い、宮田用水・木津用水に配水します。
具体な取水管理は、期別用水量毎に分水門の開度を一定にしたうえで、「左岸幹線水深」

を一定に保つよう「余水吐上流水位」「左岸取入水深」「頭首工上流水位」の変化状況に留
意しつつ「余水吐水門」や「取入樋門」の開度を調整しています。
この取水管理は、連動する監視項目が多いうえ、宮田用水・木津用水の取水量の変動を予

測して取水量が超過しないよう行う必要があるため一定の経験が必要となります。また、洪
水時には頭首工上流水位が急激かつ大きく変動するためより取水管理が難しくなります。

右岸制水門

上流水位

■犬山頭首工における取水のイメージ

水 流

左岸取入水深左岸取水施設

余水吐水門

除塵機 取入樋門
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右岸制水門 沈砂池

左岸幹線水深 木津用水

宮田用水

羽島用水

分水門

取入門(３門)
沈砂池水深 余水吐

余水吐上流水位

取入口

除塵機

8



国営施設機能保全事業「中勢用水地区」

三重県

位 置 図

中勢用水地区

第三頭首工

盛土場

安濃ダム

ダム取水設備補修工事
（工事期間：令和２年度～５年度） 幹線水路機械設備整備工事

用水路調圧水槽

堆積土砂の掘削状況（R4年度完了）

安濃ダム堆砂対策工事

１．地区の概要
本地区は、地域の基幹的な農業水利施設である安濃ダム、第三頭首工

及び用水路等の機能を長期にわたり保全するため、総事業費25億円（着
工時点）、平成24年度～令和５年度の工期で事業を実施し、これまでに
、安濃ダム堆砂対策、水管理施設の更新、第三頭首工及び幹線水路設備
等の補修整備を行ってきました。

２．令和５年度の実施内容
令和５年度は、安濃ダム堆積土砂の搬出先である盛土場の最終整備を

行うとともに、安濃ダムの取水設備、安濃ダム管理所、幹線水路設備等
の補修整備を行い、事業完了する予定です。

ゲート・操作盤更新後 ゲート更新取水設備（全景）

盛土場の整地状況

ゲート更新後

津市
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国営施設機能保全事業「尾張西部地区」

１．地区の概要

本地区は、愛知県の西部に位置する名古屋市外8市2町1村にま

たがる受益面積11,608haの農業地帯です。

本事業は、前歴事業である国営尾張西部土地改良事業（昭和60

年度～平成8年度）により造成された、日光川河口排水機場及び尾

西排水機場のポンプ設備等の機能を保全するための整備（機能保

全対策）と併せて想定される大規模地震に対する耐震化のための整備（耐震化対策）を行

うため、総事業費：80億円（着工時点）、事業工期：平成27年度～令和8年度の予定で

事業を実施しています。

位 置 図

愛知県

名古屋市

尾張西部地区

２．令和5年度の実施内容

（１）日光川河口排水機場

（２）尾西排水機場

〇日光川河口排水機場５号ポンプ設備整備工事

工 期：令和3年６月～令和５年10月

（３か年国債：３年目）

整備内容：主ポンプ、減速機、原動機整備 各１基

〇日光川河口排水機場補機・電気設備更新工事

工 期：令和５年８月～令和７年６月

（３か年国債：１年目）

整備内容：補機設備（更新、整備）１式

電気設備（更新） １式

〇尾西排水機場領内川1号ポンプ整備補修工事

工 期：令和４年７月～令和６年６月

（３か年国債：２年目）

整備内容：主ポンプ、減速機、原動機整備 各１基

〇尾西排水機場領内川２号ポンプ整備補修工事

工 期：令和５年７月～令和８年３月

（３か年国債：１年目）

整備内容：主ポンプ、減速機、原動機整備 各１基

〇尾西排水機場監視操作設備更新その１工事

工 期：令和５年５月～令和６年３月

整備内容：監視操作設備更新 １式

〇尾西排水機場補機・電気設備更新工事
工 期：令和5年10月～令和８年３月（予定）

（３か年国債：１年目）

整備内容：補機設備（更新、整備）１式

電気設備（更新） １式

減速機

主ポンプ

主ポンプ
（インペラ据付状況）

補機設備 電気設備

監視操作設備

主ポンプ

減速機原動機

主ポンプ
（インペラ劣化状況）

原動機
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